
入門編　  ２ーA．2D図形－メソッドーﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ一覧

（A)作成メソッド　 オブジェクト １．線 ２．ライトウェイト ポリライン ３．ポリライン 4.　マルチライン ５．放射線 ６．構築線 ７．円 ８．円弧 ９．楕円 10.　スプライン 11.　点 オブジェクト 12.　ソリッド 13.　リージョン 14.　ハッチング

作成メソッド AddLine AddLightWeightPolyline AddPolyline AddMLine AddRay AddXLine AddCircle AddArc AddEllipse AddSpline AddPoint 作成メソッド AddSolid メソッド AddRegion AddHatch 

説明 2 点間を通過する線分を作成 頂点のリストからライトウェイト ポリラインを作成 頂点のリストからポリラインを作成 点の配列を通るマルチライン 重複しない 2 つの点を通る放射線を作成 指定された 2 点を通る構築線(無限の直線)を作成 中心と半径を指定して円を作成 円弧の中心、半径、開始角度、終了角度を指定して円弧を作成 中心、主軸の点、および半径比を指定して、WCS の XY 平面に楕円を作成 2 次または 3 次 NURBS (nonuniform rational B-spline)曲線を作成 指定された位置に Point オブジェクトを作成 説明 2D 塗り潰しポリゴンを作成 1 組の図形からリージョンを作成 ハッチング オブジェクトを作成

構文 構文

宣言     Dim lineObj As AcadLine     Dim LWplineObj As AcadLWPolyline     Dim plineObj As AcadPolyline     Dim mLineObj As AcadMLine     Dim rayObj As AcadRay     Dim xlineObj As AcadXline     Dim circleObj As AcadCircle     Dim arcObj As AcadArc     Dim ellObj As AcadEllipse     Dim splineObj As AcadSpline     Dim pointObj As AcadPoint 宣言     Dim solidObj As AcadSolid 　Dim regionObj As Variant　　　’タイプ: バリアント型(Region オブジェクトの配列)     Dim hatchObj As AcadHatch

作成     Set lineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddLine　(StartPoint, EndPoint)     Set LWplineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddLightWeightPolyline　(VerticesList)     Set plineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddPolyline  (VerticesList)     Set mLineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddMLine　(VertexList)     Set rayObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddRay　(Point1, Point2)     Set xlineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddXline　(Point1, Point2)     Set circleObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle (Center, Radius)     Set arcObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddArc (Center, Radius, StartAngle, EndAngle)     Set ellObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddEllipse　(Center, MajorAxis, RadiusRatio)     Set splineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddSpline  (PointsArray, StartTangent, EndTangent)    Set pointObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddPoint　(Point) ''閉じた領域を作成

    Dim curves(0 To *) As AcadEntity　　　'Entity　オブジェクト配列宣言

要素 StartPoint 始点の 3D WCS 座標 VerticesList ポリラインの頂点の 2D OCS 座標配列 VerticesList ポリラインの頂点の ３DOCS 座標配列 VertexList マルチラインの頂点の 3D WCS 座標配列 Point1 放射線の始点の 3D WCS 座標 Point1 構築線の無限の始点を指定する 3D WCS 座標 Center 円の中心の 3D WCS 座標 Center 円弧の中心点の 3D WCS 座標 Center 楕円の中心の3D WCS 座標 PointsArray スプライン曲線を定義する 3D WCS 座標配列 Point 点の3D WCS 座標

注：2D座標なので配列サイズは、2 の倍数 注：３D座標なので配列サイズは、３ の倍数 注：３D座標なので配列サイズは、３ の倍数 Radius 円弧の半径 MajorAxis 楕円の主軸の長さ（正の値） 注：３D座標なので配列サイズは、３ の倍数 作成     Set solidObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddSolid  (Point1, Point2, Point3, Point4)     Set curves(*) = ThisDrawing.ModelSpace.Add**** (*******)     Set hatchObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddHatch　(PatternType, PatternName, Associativity [, HatchObjectType])

EndPoint 終点の3D WCS 座標 　注意：マルチラインにcolorプロパテイがないため色設定はできない。 Point2 放射線が通る点を指定する 3D WCS 座標 Point2 構築線が通過する点を指定する 3D WCS 座標 Radius 円の半径（正の数値） StartAngle 開始角度 注１．ラジアンで表示しなければなりません。 RadiusRatio 楕円の主軸と副軸の比率（正の値） StartTangent 最初の点でのスプライン曲線の接線を指定する 3D ベクトル

・放射線は、Point1 から Point2 を通って ・構築線は、Point1 と Point2 を通過して、 EndAngle 終点角度 注2.開始角度を終点での角度より大きくすると、 （半径比 1.0 は円になる。）     regionObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddRegion(curves)

　　Point2 側の片側のみに延長されます。 　　両方向に無限に延長されます。 反時計回りの円弧が定義されます。 EndTangent 最後の点でのスプライン曲線の接線を指定する 3D ベクトル

要素 Point1 1 番目の点を指定する 3D WCS 座標 ObjectListリージョンとなる閉じた同一平面を形成するオブジェクト配列 PatternType ハッチングタイプ ハッチングの場合・・・AcPatternType 列挙型を使用,　　

例 注意：曲線の入力配列によって形成される閉じたループからリージョンを作成するため グラディエントの場合・・・AcGradientPatternType 列挙型を使用　

Point2 2 番目の点を指定する 3D WCS 座標 　　　 領域は必ず閉じていなければいけない。

(A)AcPatternType 列挙型 acHatchPatternTypePredefined: acad.pat ファイルに定義されている中からパターン名を選択

Point3 3 番目の点を指定する 3D WCS 座標 参考： Explode メソッド：リージョンを個々のループに分解 acHatchPatternTypeUserDefined: 現在の線種を使用して、線分のパターンを定義

Boolean メソッド：別のソリッドやリージョンとの交差、和、または　差によって、 acHatchPatternTypeCustomDefined: acad.pat ファイル以外の PAT ファイルからパターン名を選択

Point4 4 番目の点を指定する 3D WCS 座標

　　　　　　　　　　合成 3D ソリッドや合成リージョンを作成できます。 (B)AcGradientPatternType 列挙型 acPreDefinedGradient: 標準値のいずれかから塗り潰し名を選択

注意 acUserDefinedGradient: プロパティ値に基づいてパターンを定義

(1)最初の 2 点は、多角形の 1 辺を定義します。

(2)第 3 の点は、第 2 の点の対角線上の向かい合った点として定義されます。

(3)第 4 の点が第 3 の点と等しく設定されると、塗り潰し三角形が作成されます。 PatternName パターン名

Associativity  Boolean True: ハッチングは自動調整されます。

False: ハッチングは自動調整されません。

HatchObjectType 既定値は、AcHatchObject の AcHatchObjectType 列挙型値です。

例

①外側のループは閉じたループで、内側のループより先に作成しなければなりません。

②有効な外側のループを作成したら、AppendInnerLoop メソッドを使用して 

　　1 回に 1 つずつ内側のループを追加します。

ハッチング境界を定義したら、

③Evaluate メソッドを使用して境界用のハッチング線分または塗り潰しを計算します。

④次に、Regen メソッドを使用してハッチングの表示を更新します。

注意：第３，４の点の位置で作成されるオブジェクトが異なる。

（B)編集メソッド 編集メソッド １．ArrayPolar メソッド 2.ArrayRectangular メソッド 3.Copy メソッド 4.Mirror メソッド 5.Move メソッド 6.Offset メソッド 7.Rotate メソッド 8.ScaleEntity メソッド 編集メソッド 9.TransformBy メソッド 10.Delete メソッド 11.Update メソッド 12.GetBoundingBox メソッド 13.IntersectWith メソッド 14.Highlight メソッド

注意．Offsetは適用できるObjectが制限される。

説明 円形状配列複写を作成 矩形状配列複写を作成 複写 鏡像 移動 オフセット 回転 尺度設定 説明 変換マトリックスにより移動、回転、尺度変更 削除 更新 オブジェクトの最大、最小値取得 交点取得 指定オブジェクトのハイライト

（ある軸を中心として平面オブジェクトの鏡像イメージ コピーを作成） （ベクトルに沿ってオブジェクトを移動） （既存オブジェクトから、指定されたオフセット間隔で新しくオブジェクトを作成） （基点を中心にしてオブジェクトを回転） （X、Y、Z 軸方向に均等にオブジェクトの尺度設定） （4 x 4 変換マトリックスを指定して、 （指定されたオブジェクトを囲むボックスの 2 点を取得）   （図面内で、あるオブジェクトが他のオブジェクトと交差する点を取得）

　　オブジェクトを移動、回転、または尺度変更させます。）

構文 準備 '円形状配列する元のobjectは作成しておく必要がある ’矩形状配列する元のobjectは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある 構文 準備 '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある

宣言  Dim retObj As Variant　　　’戻り値はバリアント型(オブジェクト配列)よりSet不要 Dim retObj As Variant　　　’戻り値はバリアント型(オブジェクト配列)よりSet不要 Dim copy***Obj 　As Acad*****　　’*****はコピー元によって異なる Dim mirror***Obj As Acad*****　　　’*****はコピー元によって異なる ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要  Dim offsetObj As Variant　　’’戻り値はバリアント型(複製オブジェクトの配列) よりSet不要 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要 宣言 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要   Dim intPoints As Variant    '’戻り値は交点座標で ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要

　　　　　　　　注：リージョンをミラーする場合はEntityで宣言すること！ 　　　　　　　　　　　　　　　’’’バリアント型(倍精度浮動小数点数型配列)よりSet不要

設定 retObj= object.ArrayPolar(NumberOfObjects, AngleToFill, CenterPoint) retObj = object.ArrayRectangular(NumberOfRows, NumberOfColumns, NumberOfLevels, Set copy***Obj = ***Obj.Copy（）     Set mirror***Obj =  ***Obj.Mirror　(point1, point2) ***Obj.Move Point1, Point2  offsetObj= ***Obj.Offset　(Distance) ***Obj.Rotate BasePoint, RotationAngle ***Obj.ScaleEntity BasePoint, ScaleFactor 設定 ***Obj.TransformBy TransformationMatrix    ***Obj.Delete   ***Obj.Update   ***Obj.GetBoundingBox MinPoint, MaxPoint    intPoints = ***Obj.IntersectWith　(IntersectObject, ExtendOption) ***Obj.Highlight　 HighlightFlag

　　　　　　　　　　　　　　　DistBetweenRows, DistBetweenColumns, DistBetweenLevels)   ''''注意：交点がないとデータは返らない。

要素 NumberOfObjects 円形状配列複写で作成されるオブジェクトの数 NumberOfRows 矩形状配列複写の行数（正数） 要素なし Point1 対称軸の 1 点目の 3D WCS 座標 Point1 移動ベクトルの 1 点目の 3D WCS 座標 Distance オフセット距離　(正の値：内側にオフセット、負の値：外側にオフセット） BasePoint 回転基点の 3D WCS 座標 BasePoint 尺度基点の3D WCS 座標　　　　 要素 TransformationMatrix 変換マトリックス（ 4行4列） 要素なし 要素なし MinPoint オブジェクトの境界ボックスの最小点の 3D WCS 座標 IntersectObject 図形オブジェクト HighlightFlag True: オブジェクトはハイライト表示

（2 以上の正数、配置数は（角度の分割数＋１）となる。） False: ハイライト表示が除去

NumberOfColumns 矩形状配列複写の列数（正数） Point2 対称軸の 2 点目の 3D WCS 座標 Point2 移動ベクトルの 2 点目の 3D WCS 座標 注意．適用できるのはArc、Circle、Ellipse、Line、LWPolyline、 RotationAngle 回転角度（ラジアン表示、正の値で反時計回り） ScaleFactor 尺度係数 注意　変換マトリックスの構成 ’’’削除には　主に（A）、(B)の２種類があります。 ’’’更新には（A）図面全体の更新と(B)オブジェクトの更新の２種類がある。 MaxPoint オブジェクトの境界ボックスの最大点の3D WCS 座標 ExtendOption 交差させるために延長する図形を指定

AngleToFill 複写角度(ラジアン) Polyline、Spline、Xline　に限られます。 　　　(R = 回転、T = 平行移動) （注意：詳細にはグループコレクション内のメンバー削除等もあります）     ' (A)図面全体の更新     '（B)オブジェクトの更新 AcExtendOption 列挙型 注意.変更を表示する際に 

正の値：反時計回りに回転 NumberOfLevels 3D 配列のレベル数 注意：パラメータとして指定する2 点が、 注意.　ユーザが指定する 2 点は、 注意.：回転させると元のオブジェクト自体が回転して元の位置には何も残らない。  （A）モデル空間内の図形をすべて削除 （B）あるオブジェクトだけを削除     ThisDrawing.Application.Update     ***Obj.Update 注意.各コーナーは、WCS の X、Y、Z 軸に平行なエッジを持つ acExtendNone: どちらのオブジェクトも延長しない。 　　　Update メソッドまたは Regen メソッドを呼び出す必要がある。

負の値：時計回りに回転 　　　ミラーするオブジェクトの基準線分の両端を示します。 　　　オブジェクトが移動する距離と方向を指示するベクトルを定義します。 　　　　（下記の例では元のオブジェクトをコピーして残している） AcadEntity  AcadObject 　　　ボックスの WCS 座標で返されます。          acExtendThisEntity: 基本オブジェクトを延長 　’’’オブジェクトを更新     ' 図面全体を更新

注意：角度を 0 にするとエラーとなる。 DistBetweenRows 行の間隔。正数・・・基本図形から上方へ行が追加 Dim obj As AcadEntity   Dim object As AcadObject acExtendOtherEntity: 引数として渡されたオブジェクトを延長     lineObj.Update     ThisDrawing.Application.Update

　　　　　負数・・・行は下方へ追加 For Each obj In ThisDrawing.ModelSpace    For Each object In ThisDrawing.ModelSpace acExtendBoth: 両方のオブジェクトを延長

CenterPoint 円形状配列複写の中心点の3D WCS 座標      If object.ObjectName = "AcDbLine" Then ’’再作画

DistBetweenColumns列の間隔。正数・・・基本図形から右方向に列が追加     obj.Delete           object.Delete　　’オブジェクト名 ThisDrawing.Regen (acActiveViewport)

　　　　　負数・・・列は左方向に追加      End If

Next   Next

DistBetweenLevels 配列レベルの間隔。 ThisDrawing.Regen (acActiveViewport) ThisDrawing.Regen (acActiveViewport)

　　　正数・・・基本図形から正の方向にレベルが追加

　　　負数・・・負の方向に追加

例 例 例はありません。 例はありません。

尺度　2の場合

    

尺度　0.5の場合

　　　オフセット値が正の場合 　　　　　オフセット値が負の場合

　　　　　⇒内側にオフセットする。　　　　　 　　⇒外側にオフセットする。

(C)独特メソッド　 適用オブジェクト Region LWPolyline LWPolyline、  Polyline LWPolyline、  Polyline 

独特メソッド １．Boolean メソッド ２．Explode メソッド ３．AddVertex メソッド ４．SetBulge メソッド ５．GetBulge メソッド ６．SetWidth メソッド ７．GetWidth メソッド 独特メソッド ８．AppendOuterLoop メソッド ９.AppendInnerLoop メソッド 独特メソッド 10.Evaluate メソッド 独特メソッド 11.InsertLoopAt メソッド 独特メソッド 12.GetLoopAt メソッド 13.SetPattern メソッド

説明 ブール演算(和、差、交差) 複合オブジェクトを従属図形に分解 ライトウェイト ポリラインに頂点を追加 指定されたインデックスで、ポリラインのふくらみを設定 ポリラインのインデックスを指定して、ふくらみ値を取得 セグメント インデックスを指定して、ポリラインの始点と終点の幅を設定 ポリラインの開始幅と終了幅を取得 説明 ハッチングに外側ループを追加 ハッチングに内側ループを追加 説明 指定されたハッチング引出線を評価 説明 ハッチングのインデックスを指定して、ループを挿入します。 説明 指定されたインデックスで、ハッチング ループを取得 ハッチングのパターン名とパターン タイプを設定

（オブジェクトと他の 3D ソリッドまたはリージョン オブジェクトとの間で、

　　ブール演算(和、差、交差)を実行）

構文 準備 '元の***Obj1,  ***Obj2 は作成しておく必要がある ’’分解したオブジェクトの宣言（バリアント型）     Dim newVertex(0 To 1) As Double 　( ***Obj は作成しておく） 　( ***Obj は作成しておく） （ポリラインは作成済みであること） （ポリラインは作成済みであること） 構文 (1)Hatch オブジェクト作成 ’’ハッチングを宣言　　　　　　　参考：AddHatchメソッドについては作成メソッドで説明しています。 ’’ハッチングを宣言　　　　　　　参考：AddHatchメソッドについては作成メソッドで説明しています。 構文 (1)Hatch オブジェクト作成 ’’ハッチングを宣言　　　　　　　参考：AddHatchメソッドについては作成メソッドで説明しています。 構文 (1)Hatch オブジェクト作成

    Dim explodedObjects As Variant     　　　  　宣言     Dim hatchObj As AcadHatch     Dim hatchObj As AcadHatch     　　　  　宣言     Dim hatchObj As AcadHatch     　　　       　宣言     Dim hatchObj As AcadHatch     Dim hatchObj As AcadHatch

宣言 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要     newVertex(0) = 4: newVertex(1) = 1     Dim currentBulge As Double     Dim returnObj As AcadObject     Dim returnObj As AcadObject

’ポリラインを分解 作成     Set hatchObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddHatch(PatternType, patternName, bAssociativity)     Set hatchObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddHatch(PatternType, patternName, bAssociativity) 作成     Set hatchObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddHatch(PatternType, patternName, bAssociativity) 作成     Set hatchObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddHatch(PatternType, patternName, bAssociativity)     Set hatchObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddHatch(PatternType, patternName, bAssociativity)

設定 ***Obj1.Boolean 　Operation, ***Obj2’’演算の結果、最初のオブジェクトが修正されます。     explodedObjects = plineObj.Explode     plineObj.AddVertex　Index, newVertex   ***Obj.SetBulge    Index, Value     currentBulge =  ***Obj.GetBulge(Index)   returnObj.SetWidth   SegmentIndex, StartWidth, EndWidth 　returnObj.GetWidth　 Index, StartWidth, EndWidth

ただし、演算を行っても結果が出ない場合は、変更されません。 (2)外側ループ (2)外側ループ (2)外側ループ

　外側ループを宣言     Dim outerLoop(0 To ＊) As AcadEntity     Dim outerLoop(0 To ＊) As AcadEntity 　外側ループを宣言     Dim outerLoop(0 To ＊) As AcadEntity 　外側ループを宣言     Dim outerLoop(0 To ＊) As AcadEntity     Dim outerLoop(0 To ＊) As AcadEntity

　　　　　　　　　　　　下記は円と直線でループが作成される場合の例です。 　　　　　　　　　　　　下記は円と直線でループが作成される場合の例です。 　　　　　　　　　　　　下記は円と直線でループが作成される場合の例です。 　　　　　　　　　　　　下記は円と直線でループが作成される場合の例です。 　　　　　　　　　　　　下記は円と直線でループが作成される場合の例です。

要素 Operation  AcBooleanType 列挙型：Booleanの演算方式を指定 Index Index ふくらみ値を設定する頂点のインデックス位置 index 取得する頂点のインデックス位置     ( 0 を含む正の整数) SegmentIndex ポリラインの特定セグメントのインデックス（最初のセグメントは、インデックス 0） Index 幅を返されるポリラインのインデックス位置（0 を含む正の整数） 作成     Set outerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddArc(center, radius, startAngle, endAngle)     Set outerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddArc(center, radius, startAngle, endAngle) 作成     Set outerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddArc(center, radius, startAngle, endAngle)  '作成     Set outerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddArc(center, radius, startAngle, endAngle)     Set outerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddArc(center, radius, startAngle, endAngle)

acUnion: 和演算を実行               (最初の頂点は、インデックス 0) 例：3 つのセグメントを持つポリラインには、セグメント インデックス 0、1、および 2 があります。     Set outerLoop(1) = ThisDrawing.ModelSpace.AddLine(outerLoop(0).startPoint, outerLoop(0).endPoint)     Set outerLoop(1) = ThisDrawing.ModelSpace.AddLine(outerLoop(0).startPoint, outerLoop(0).endPoint)     Set outerLoop(1) = ThisDrawing.ModelSpace.AddLine(outerLoop(0).startPoint, outerLoop(0).endPoint)     Set outerLoop(1) = ThisDrawing.ModelSpace.AddLine(outerLoop(0).startPoint, outerLoop(0).endPoint)     Set outerLoop(1) = ThisDrawing.ModelSpace.AddLine(outerLoop(0).startPoint, outerLoop(0).endPoint)

acIntersection: 交差演算を実行 Point StartWidth 指定したインデックスでのポリラインの開始幅     Set outerLoop(*) = ThisDrawing.ModelSpace.Add*****(*******)     Set outerLoop(*) = ThisDrawing.ModelSpace.Add*****(*******)     Set outerLoop(*) = ThisDrawing.ModelSpace.Add*****(*******) 外側ループを追加     hatchObj.AppendOuterLoop (outerLoop)     hatchObj.AppendOuterLoop (outerLoop)

acSubtraction: 差演算を実行 Value 指定されたインデックスでの頂点のふくらみ値 StartWidth 指定されたセグメントの始点の幅

EndWidth 指定したインデックスでのポリラインの終了幅 外側ループを追加     hatchObj.AppendOuterLoop (outerLoop)     hatchObj.AppendOuterLoop (outerLoop)        外側ループを追加     hatchObj.AppendOuterLoop (outerLoop) (3)内側ループ 1

Object 演算を実行する対象オブジェクト（3DSolid、Region　のみ） (説明）１．ふくらみとは、ポリラインの頂点リスト内の選択された頂点と次の頂点との間の EndWidth 指定されたセグメントの終点の幅 　内側ループを宣言     Dim innerLoop1(0) As AcadEntity     Dim innerLoop1(0) As AcadEntity

　　　　　　　　　　　　円弧の中心角の 1/4 の正接と定義されています。 (3)内側ループ (3)内側ループ 構文 (3)内側ループ追加 ’’’ハッチの内側ループを宣言 　　　　　　　　　　　　下記は円でループが作成される場合の例です。 　　　　　　　　　　　　下記は円でループが作成される場合の例です。

　　　　2.負のふくらみ値は、円弧上の選択された頂点から時計回りの方向に次の頂点があることを示します。 　内側ループを宣言     Dim innerLoop(0) As AcadEntity     Dim innerLoop(0) As AcadEntity 　内側ループを宣言     Dim innerLoop(0) As AcadEntity 　宣言     Dim LoopObj(0) As AcadEntity 作成     Set innerLoop1(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius)     Set innerLoop1(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius)

　　　 　　　　3.ふくらみ値 0 ・・・直線セグメント、1 ・・・半円を示します。 　　　　　　　　　　　　下記は円でループが作成される場合の例です。 　　　　　　　　　　　　下記は円でループが作成される場合の例です。 　　　　　　　　　　　　下記は円でループが作成される場合の例です。

作成     Set innerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius)     Set innerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius)         '作成     Set innerLoop(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius) 作成     Set LoopObj(0) = ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius) 内側ループを追加     hatchObj.AppendInnerLoop (innerLoop1)     hatchObj.AppendInnerLoop (innerLoop1)

例 内側ループを追加     hatchObj.AppendInnerLoop (innerLoop)           内側ループを追加     hatchObj.AppendInnerLoop (innerLoop) 　　ハッチングに ’’’ハッチングのインデックスを指定して、ループを挿入　（AcLoopType 列挙型） (4)内側ループ　２を追加

            ループを挿入     hatchObj.InsertLoopAt 　hatchObj.NumberOfLoops, acHatchLoopTypeDefault, LoopObj 内側ループ２を宣言     Dim  innerLoop2(0) As AcadEntity     Dim  innerLoop2(0) As AcadEntity

(4)ハッチングを評価     hatchObj.Evaluate     hatchObj.Evaluate (4)ハッチングを評価     hatchObj.Evaluate (4)ハッチングを評価     hatchObj.Evaluate

内側ループ２を作成     Set  innerLoop2(0)= ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius)     Set  innerLoop2(0)= ThisDrawing.ModelSpace.AddCircle(center, radius)

(5)表示更新     ThisDrawing.Regen True     ThisDrawing.Regen True (5)表示更新     ThisDrawing.Regen True (5)表示更新     ThisDrawing.Regen True

内側ループを追加     hatchObj.AppendInnerLoop (innerLoop２)     hatchObj.AppendInnerLoop (innerLoop２)

(4)ハッチングを評価     hatchObj.Evaluate     hatchObj.Evaluate

要素 Loop 閉じた境界を形成するオブジェクトまたはオブジェクトの配列 Loop 閉じた境界を形成するオブジェクトまたはオブジェクトの配列 要素 Loop 閉じた境界を形成するオブジェクトまたはオブジェクトの配列 要素 Index ハッチング境界を構成する頂点配列内のインデックス位置（0 を含む正の整数）

 バリアント型(Arc、Circle、Ellipse、Line、Polyline、Region、 Spline オブジェクトの配列)  バリアント型(Arc、Circle、Ellipse、Line、Polyline、Region、 Spline オブジェクトの配列)  バリアント型(Arc、Circle、Ellipse、Line、Polyline、Region、 Spline オブジェクトの配列) (5)表示更新     ThisDrawing.Regen True     ThisDrawing.Regen True

注意：複数のオブジェクトを使用する場合、オブジェクトの端点が一致しないと、 注意：複数のオブジェクトを使用する場合、オブジェクトの端点が一致しないと、 注意：複数のオブジェクトを使用する場合、オブジェクトの端点が一致しないと、 LoopType ループのタイプ

　　　　ループは適切に作成されません。 　　　　ループは適切に作成されません。 　　　　ループは適切に作成されません。  AcLoopType 列挙型 独特メソッド

（ハッチング作成手順） （ハッチング作成手順） （ハッチング作成手順） acHatchLoopTypeDefault     Dim loopObjs As Variant　　　　　’’’注：クラスは Variant　である。

(1)Hatch オブジェクトを作成・・・AddHatch メソッドを使用して 作成します。 (1)Hatch オブジェクトを作成・・・AddHatch メソッドを使用して 作成します。 (1)Hatch オブジェクトを作成・・・AddHatch メソッドを使用して 作成します。 acHatchLoopTypeExternal ハッチング構成オブジェクト取得 ’’’ハッチングパターンを変更

(2)ハッチング境界：外側ループ定義・・・AppendOuterLoop メソッドで外側ループを作成します。 (2)ハッチング境界：外側ループ定義・・・AppendOuterLoop メソッドで外側ループを作成します。 (2)ハッチング境界：外側ループ定義・・・AppendOuterLoop メソッドで外側ループを作成します。 acHatchLoopTypePolyline     hatchObj.GetLoopAt 　0, loopObjs     hatchObj.SetPattern 　 PatternType, PatternName

　　　　　　　注意：外側ループは閉じたループで、内側のループより先に作成しなければなりません。 　　　　　　　注意：外側ループは閉じたループで、内側のループより先に作成しなければなりません。 　　　　　　　注意：外側ループは閉じたループで、内側のループより先に作成しなければなりません。 acHatchLoopTypeDerived

(3)ハッチング境界：内側ループ定義・・・有効な外側のループを作成したら、 (3)ハッチング境界：内側ループ定義・・・有効な外側のループを作成したら、 (3)ハッチング境界：内側ループ定義・・・有効な外側のループを作成したら、 acHatchLoopTypeTextbox     For I = LBound(loopObjs) To UBound(loopObjs)

　　　　　　　　AppendInnerLoop メソッドを使用して1 回に 1 つずつ内側のループを追加します。 　　　　　　　　AppendInnerLoop メソッドを使用して1 回に 1 つずつ内側のループを追加します。 　　　　　　　　AppendInnerLoop メソッドを使用して1 回に 1 つずつ内側のループを追加します。 Loop 閉じた境界を形成するオブジェクトまたはオブジェクトの配列      　　   objName = objName & loopObjs(I).EntityName

(4)ハッチング評価・・・Evaluate メソッドを使用して境界用のハッチング線分または塗り潰しを計算します。 (4)ハッチング評価・・・Evaluate メソッドを使用して境界用のハッチング線分または塗り潰しを計算します。 (4)ハッチング評価・・・Evaluate メソッドを使用して境界用のハッチング線分または塗り潰しを計算します。  バリアント型(Arc、Circle、Ellipse、Line、Polyline、Region、 Spline オブジェクトの配列)     Next

(5)ハッチングの表示更新・・・Regen メソッドを使用してハッチングの表示を更新します。 (5)ハッチングの表示更新・・・Regen メソッドを使用してハッチングの表示を更新します。 (5)ハッチングの表示更新・・・Regen メソッドを使用してハッチングの表示を更新します。 注意：複数のオブジェクトを使用する場合、オブジェクトの端点が一致しないと、

　　　　ループは適切に作成されません。 要素 Index ハッチング境界を構成する頂点配列内のインデックス位置（0 を含む正の整数） PatternType AcPatternType 列挙型

例 acHatchPatternTypePreDefined: acad.pat ファイルに定義されている中からパターン名を選択

acHatchPatternTypeUserDefined: 現在の線種を使用して、線分のパターンを定義

　　　　　外側ループ 例 例 acHatchPatternTypeCustomDefined: acad.pat ファイル以外の PAT ファイルからパターン名を選択

Loop ループを形成するオブジェクトまたはオブジェクトの配列。

　　　　バリアント型(オブジェクトまたはオブジェクトの配列) PatternName パターン名

　　　　　　内側ループ ハッチング パターンのタイプは次の設定のいずれかで定義されます。

PreDefined: acad.pat ファイルに定義されている中からパターン名を選択

UserDefined: 現在の線種を使用して、線分のパターンを定義

CustomDefined: acad.pat ファイル以外の PAT ファイルからパターン名を選択

注: SetPattern メソッドは、アクティブなドキュメントに対してのみ使用してください

例
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交差演算実行の結果、赤線部が

表示される。

インデックス５として新しい頂点を追加した。


